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・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
市
内
小
中
河
川
の
改
修
に
合
わ

せ
て
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業
を
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

②
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
の
遊
休
地
の
利
用
、
市

内
企
業
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
等

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

③
キ
ヤ
ッ
セ
羽
生
の
水
場
を
ホ
タ

ル
の
生
息
で
き
る
水
辺
空
間
に
改

修
し
て
は
ど
う
か
。

・
答
弁
（
①
都
市
整
備
部
長
②
・

③
経
済
環
境
部
長
）

①
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
に
は
、
一

定
規
模
の
空
間
が
必
要
で
あ
り
、

羽
生
市
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
な

小
規
模
な
用
排
水
路
の
整
備
の
場

合
は
、
新
た
な
用
地
が
必
要
に
な

る
こ
と
。
ま
た
、
高
度
な
管
理
が

必
要
に
な
る
こ
と
等
幾
つ
か
の
課

題
も
あ
る
。

　

今
後
、
費
用
対
効
果
の
観
点
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
公
共
施
設
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ

い
て
は
、
平
成
六
年
度
に
学
校
ビ

オ
ト
ー
プ
と
し
て
、
村
君
小
学
校

に
設
置
し
、
多
く
の
成
果
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
し

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

羽
生
再
創
プ
ラ
ン　

に
つ
い
て
、

２１

財
政
部
門
及
び
教
育
部
門
に
つ
い

て
の
計
画
書
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
再
創
と
は
、
ど
う
い
う

状
況
、
状
態
に
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
・
教
育

長
）

　

羽
生
再
創
プ
ラ
ン　

の
う
ち
財

２１

政
部
門
に
つ
い
て
は
、
当
初
財
政

改
革
会
議
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
を

市
税
・
交
付
税
等
自
主
財
源
確
保

部
会
、
公
共
事
業
の
見
直
し
部
会
、

補
助
金
・
交
付
金
等
見
直
し
部
会

と
い
う
三
つ
の
部
会
に
分
け
て
検

討
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
教
育
部
門
に
つ
い
て
も
、

教
育
問
題
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

子
ど
も
の
安
全
と
地
域
社
会
の
連

携
、
学
校
の
自
己
評
価
シ
ス
テ
ム

の
確
立
、
心
の
教
育
の
充
実
、
問

題
行
動
へ
の
対
処
、
人
権
教
育
の

充
実
と
い
う
五
つ
の
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
翌
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映

で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
検
討

を
行
い
、
提
案
し
て
い
く
方
法
を

と
っ
て
い
た
た
め
、
五
カ
年
、
十

カ
年
と
い
っ
た
計
画
は
策
定
し
て

い
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
自
主
・
自

立
都
市
と
し
て
再
建
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
中
期
財
政
計
画
を
策

定
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る

た
め
、
新
年
度
に
お
い
て
こ
れ
を

策
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
、
説
明
、

報
告
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
再
創
と
は
ど
う
い
う
状

況
、
状
態
に
な
っ
た
場
合
か
に
つ

い
て
は
、
一
つ
の
判
断
指
標
と
し

て
、
経
常
収
支
比
率
が
あ
り
、
羽

生
市
の
数
値
は
八
十
四
・
四
％
、

県
内
で
一
番
数
値
の
高
い
蕨
市
が

八
十
九
・
八
％
、
一
番
数
値
の
低

い
和
光
市
が
七
十
六
・
三
％
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
一

般
財
源
に
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
八
十
％
を
目

標
に
考
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
公

債
費
比
率
が
あ
り
、
県
内
で
は
羽

生
市
が
一
番
高
く
十
八
・
六
％
、

深
谷
市
が
一
番
低
く
三
・
九
％
で

あ
る
。
当
面
市
と
し
て
は
、
全
国

都
市
平
均
の
十
六
・
五
％
を
一
つ

の
判
断
基
準
に
置
き
、
こ
れ
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

て
い
る
企
業
が
十
二
社
あ
り
、
既

に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
て
い
る

企
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
企
業
を
中
心
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
。

③
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
水
が

流
れ
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
餌
に
な

る
ヒ
メ
タ
ニ
シ
や
カ
ワ
ニ
ナ
が
生

息
で
き
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ

る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
池
は
こ
の
環

境
に
適
さ
な
い
こ
と
、
成
虫
に

な
っ
た
ホ
タ
ル
が
身
を
守
る
た
め

に
隠
れ
る
場
所
が
な
い
こ
と
等
の

理
由
に
よ
り
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
ホ
タ
ル
の
生
態
や
習
性

の
研
究
、
費
用
面
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
手
話
通
訳
派
遣
事
業
の
制
度
化

に
つ
い
て

・
財
政
対
策
に
つ
い
て

環
境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り

蜂
須　

直
巳
議
員

「
は
に
ゅ
う
再
創
プ
ラ
ン

　

」に
つ
い
て

２１

大
貫　

巖
議
員


